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湿式流水検知装置 ＮＫＶ-Ⅳ型 

取扱説明書 

 

－本製品をご使用になる前に－ 

このたびはＮＫＶ-Ⅳ型湿式流水検知装置をご採用いただきまして、まことにありがとうございます。本製

品を安全かつ適正にご使用いただくため、据付け前に本書を必ずお読みください。 

本取扱説明書は予告なく改訂する場合があります。改訂により新たな注意事項が記載されることがありま

すので、本製品をご使用の際は、常に最新版の取扱説明書をご確認くださいますようお願いします。 

本書では、わかりやすく説明するため、図の一部を省略または抽象化して表現しています。そのため、実際

の製品と異なる場合があります 

 

■この取扱説明書には安全に使用していただくために、次のようなシンボルマークを使用しています。 

表 示 表示の意味 

警 告 
取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うかまたは、消火機能に重大な

悪影響を及ぼす可能性がある場合の注意事項が記されています。 

注 意 
取扱いを誤った場合、使用者が傷害を負うかまたは、消火機能に悪影響を及ぼす可

能性がある場合の注意事項が記されています。 

 

警 告 
取付け請負業者様の責務として、この「取扱説明書」または本書のコピーを施主様、及びこの設備の

管理者に必ずお渡しください。 

施主様の責務として、この設備、及び機器が常に適切な状態となるように維持管理してください。 

火災時には、まず安全な場所に避難してください。 

消防隊が駆けつけた場合には、必ず消防隊の指示に従って行動してください。 

 

１．対象製品及び用途 

この取扱説明書は下記製品に適用いたします。 

製品記号※１ 呼び径 分 類 取付方向 検知流量定数 用 途 

ＮＫＶ-Ⅳ６５  ６５Ａ 

ＮＫＶ-Ⅳ８０  ８０Ａ 

ＮＫＶ-Ⅳ１００ １００Ａ 

ＮＫＶ-Ⅳ１２５ １２５Ａ 

ＮＫＶ-Ⅳ１５０ １５０Ａ 

自動警報弁型 縦 ５０・６０併用型 
水系消火設備 

泡消火設備 

※１ 製品記号の後に『－３０Ｓ』が付く製品は、遅延時間が約３０秒となります。 
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２．本製品の明細 

ＮＫＶ-Ⅳ型湿式流水検知装置は、次のような構成となっております。附属品等が全部そろっているかご確

認ください。 

 機 器 名 摘   要 数 量 

バルブ本体 排水弁、信号停止弁、オートドリップは組付け済みです。 １台 

排水弁 「ＤＶ」、５０Ａ 組付済 

信号停止弁 「ＳＶ４」、ボールバルブ１０Ａ 組付済 

オートドリップ 「ＡＤｒ９Ａ」 組付済 

本
体
構
成
品 

圧力スイッチ 「ＰＡＳ-４」、２ａ接点 １個 

圧力計 ２．５ＭＰａ、ＪＩＳ１．６級、φ７５、１０Ａ ２個 

アングル弁 
１０Ａ 

圧力計取付け用です。 
２個 

ニップル 
１０Ａ、Ｌ＝１２５ｍｍ 

一次側、二次側圧力取出し用です。 
２個 

取扱説明板 バルブ本体近くの壁等の見やすい場所に取付けてください。 １枚 

常時開プレート 信号停止弁、制御弁に取付けてください。 ２枚 

常時閉プレート 排水弁に取付けてください。 １枚 

附 

属 

品 

ケーブルバンド プレート取付け用です。 ４個 

一次側の制御弁（バタフライ弁）等は別途ご用意してください。 

 

 

３．本製品の主な名称 

本製品の寸法は、別途製品仕様図にてご確認ください。本製品の名称は次のようになっております。本製

品のご理解、ならびにお問い合わせの際にご利用ください。本製品の構成部品については８～９ページをご

参照ください。 

 

図１ 
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４．  注意事項 

４．１ 設置前の注意 

確 認 ① 設置及び施工・点検に関しては、消防法施行令、施行規則、及び諸法令に沿って行ってくだ

さい。 

② 本製品は、「流水検知装置の技術上の規格を定める省令」に基づき試験された日本消防検

定協会の検定合格品です。本製品機器の組合せ以外による使用はできません。 

③ 本製品は、縦型取付け専用です。横型には使用できません。 

④ 本製品の不作動水量は５Ｌ/ｍｉｎ、作動信号の遅延時間は約１０（７～１６）秒※２です。この不

作動水量を超える水等がバルブ本体内を遅延時間以上通過し続けた場合に作動信号が出

ます。加圧送水装置の部分に補助加圧ポンプを設置する際は、本製品の不作動水量、及び

遅延時間を考慮したうえで設けてください。 

※２ 「ＮＫＶ-Ⅳ-３０Ｓ」の場合は、約３０（２０～４０）秒。 

⑤ 規格（流水検知装置の検定細則）において、湿式流水検知装置に対する弁座漏れ試験、及

び弁座漏れ量は規定されておりません。 

保 管 ① 本製品やその附属品は、直射日光が当たる場所、水がかかる場所、高温・多湿になるような

場所、振動の多い場所、腐食性ガスの発生あるいは滞留するような場所に保管しないでくだ

さい。 

② 本製品には精密加工部品が組み込まれていますので、丁寧に取扱いのうえ、落とした場合な

どは使用しないでください。 

③ 開梱時、運搬時には組付けの継手部等に無理な力を加えないでください。漏水の原因となり

ます。 

設 置 

環 境 

① 本製品は、水等がかからず粉塵等の発生しない屋内で、直射日光が当たらない場所、高温・

多湿にならない場所、振動のない場所、腐食性ガスの発生あるいは滞留しない場所に設置し

てください。 

② 使用温度範囲（０～４０℃、ただし水の凍結なきこと）内でご使用ください。 

 警告 凍結の恐れのない場所に設置してください。管内水の凍結は、機器の破損によるケガや水損事

故の発生や、消火機能を失わせてしまう重大な事故原因になります。 

 

４．２ 施工上の注意 

取 付 ① 取付ける際、本製品の周囲にはメンテナンス等を考慮したスペースを確保してください。圧力

スイッチの背面５０ｍｍ以内に配管、及び電線管等を設置しないでください。圧力スイッチの

取付けや、メンテナンス等することができなくなります。 

 

図２ 

 



 － 4 － 

取 付 

（続き） 

② 本製品を取付ける前に、バルブ本体内部の梱包材（ディスク押さえ）を必ず取除き、その他の

異物がないことを確認してください。異物等により機能が失われる恐れがあります。 

③ 本製品を取付ける際、バルブ本体の側面に表示されている流れ方向（矢印↑）が、下から上

方向であることを確認のうえ、設置してください。逆方向では機能しません。 

④ 据付けの際、本製品の組付け配管を持って移動したり、持ち上げたりしないでください。組付

け配管部からの漏れの発生原因となるばかりでなく、落下事故をまねく恐れがあります｡ 

⑤ 本製品をフランジに取付ける際、排水弁等に干渉しないよう適切な長さのボルトを使用してく

ださい。フランジに直接取付ける際の推奨ボルト長さは６５～１００ＡでＭ１６×６５、１２５～１

５０ＡでＭ２０×７５です。 

⑥ バルブ本体を設備配管に設置してから、圧力スイッチや圧力計を取付けてください。 

⑦ 附属品の圧力計取出し用のニップル、及びアングル弁をバルブ本体に取付ける際は、シー

ルテープをねじ部に３巻き程度巻き付けてから適切な工具をご使用のうえ、漏れのないよう

に取付けてください。また、過大な力でねじ込まないでください。アングル弁のねじ部等が破

損する恐れがあります。 

⑧ 圧力計をアングル弁に取付け、または取外す際は、アングル弁のキャップのレンチ掛け部に

スパナを掛け、圧力計のねじ部を締付け、または緩めてください。アングル弁のキャップ装着

部が緩み、漏れが生じる恐れがあります。 

 

図３ 

⑨ 制御弁、及び信号停止弁には附属品の「常時開」のプレートを、排水弁には「常時閉」のプレ

ートを掲示してください。 

結 線 ① 結線時には接続機器の電源を遮断してから行ってください。 

② 端子台への結線以外、圧力スイッチのカバーを開けないでください。また、圧力スイッチの構

成部品を操作・調整しないでください。タイマー部等は工場にて調整・検査済みのため、出荷

状態を維持してください。不用意に調整すると、正常に機能しなくなる恐れがあります。 

③ 圧力スイッチの端子台への配線引込口はφ２１ｍｍです。引込口の孔を広げるなどの加工

はしないでください。構成部品に負荷が加わり、正常に機能しなくなる恐れがあります。 

④ 施工の際、圧力スイッチのカバーを取外したままにしないでください。内部に水や異物等が入

ると正常に機能しなくなる恐れがあります。 

⑤ 圧力スイッチは、指定された接点容量以下で使用してください。これを超えた場合、接点が破

損し正常に機能しなくなる恐れがあります。 

 抵抗負荷 

ＡＣ２５０Ｖ／４Ａ 
定格負荷 

ＤＣ３０Ｖ／４Ａ 

最小適用負荷 （例） ＤＣ２４Ｖ／４０ｍＡ 

⑥ 圧力スイッチの端子（接点）を複数の機器で共用しないでください。接続機器の故障原因にな

ります。 

⑦ 端子への結線要領は１０ページをご参照下さい。端子ねじの締付けトルクは約１．０Ｎ・ｍと

し、過大な力でねじの締め込みをしないでください。端子台等が破損する恐れがあります。 

⑧ 圧力スイッチは２ａ接点仕様です。端子番号①－②、または③－④に結線してください。 

⑨ 結線時の配線が、内部部品に負荷を加えないようにしてください。 
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配 管 

（続き） 

① 本製品にはゴム・樹脂製部品を使用しています。施工の際、悪影響を及ぼすような薬品・溶

剤を使用しないでください。正常に機能しなくなる恐れがあります。 

② 圧力スイッチ等の構成機器や組付け配管を足場代わりにするのは絶対に避けて下さい。本

製品が故障します。 

 

図４ 

③ 本製品の二次側配管内に空気溜まりが生じないよう、鳥居配管を避けるなどの配管工事を

行ってください。二次側配管内の空気量が多い場合には、本製品が正常に作動しない場合

があります。 

④ 排水弁への排水管の接続は、芯合わせを確実に行い、排水弁に無理な力が加わらないよう

にしてください。排水弁をバルブ本体へ固定しているボルトに負荷がかかり、漏れの原因とな

ります。 

⑤ 排水効率が悪くなるような配管（エルボを多用するなど）は避けてください。排水弁から排水

した際に圧力スイッチが作動してしまう恐れがあります。（信号停止弁を閉止しても圧力スイ

ッチが作動してしまいます。） 

⑥ 排水主管側（他系統）からの逆流によって圧力スイッチが作動してしまうことが予想される場

合は、本製品からの排水管の途中に逆止弁を設けるなどの処置を講じてください。（信号停

止弁を閉止しても圧力スイッチが作動してしまいます。） 

⑦ 施工の際、配管内に異物が入らないように注意してください。配管工事終了後には、貯水槽

の清掃、ならびに作動信号を停止する（信号停止弁を閉止する）などの措置のうえフラッシン

グ等を行い、配管内の異物を取除いてください。異物がシート部等に挟まり、正常に機能しな

くなる恐れがあります。 

 

４．３ 水張り作業（配管内への注水）及び点検時の注意 

水張り ① 配管内の水は、水道水を使用してください。酸、アルカリ、塩分等を含んだ腐食性のある水は

絶対に使用しないでください。本製品だけでなく、設備全体に悪影響を及ぼします。 

② 排水弁を操作する際、ハンドルを過大な力で締め込まないでください。排水弁のディスクシー

トが破損し、漏水する恐れがあります。また、排水弁のハンドルをパイプレンチ等で操作しな

いでください。ハンドルが割れるなどの破損の原因となります。 

③ 配管の耐圧検査の際、やむを得ず本製品側から加圧するときは、信号停止弁を閉止したう

え、二次側圧力計取出し口を利用してください。排水弁の排水口側からの加圧はおやめくだ

さい。圧力スイッチに異常負荷が加わり正常に機能しなくなる恐れがあります。 

④ 本製品の耐圧試験圧力は２．０ＭＰａのため、施工や改修工事で設備の耐圧試験を行う際、

これを超えないようにしてください。これを超えた場合には、本製品が破損する恐れがありま

す。プランジャーポンプを使用する場合は、締切り運転はせず、圧力に注意しながら行ってく

ださい。 

⑤ 水張りの際、受信機等に信号を出したくない場合には、信号停止弁を閉止してください。 
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水張り 

（続き） 

⑥ 水張りの際は、信号停止弁、排水弁、制御弁、及び圧力計の元弁（アングル弁）を閉じてから

ポンプを起動してください。その後、制御弁を徐々に開けて注水してください。手順を誤ると思

わぬ漏水事故をまねいたり、圧力計等が水撃力で破損する恐れがあります。 

⑦ 水張りの際、二次側配管内に空気溜まりが生じないように、末端試験弁を開けて空気を抜き

ながら注水してください。 

⑧ 水張り作業の際は、圧力スイッチに水がかからないようにしてください。正常に機能しなくなる

恐れがあります。 

⑨ 水張り作業後、配管内の圧力が所定の値になっているか、漏れの箇所はないかを確認してく

ださい。 

⑩ 水張り作業完了後には必ず「信号停止弁が全開であること」を確認してください。信号停止弁

が閉止した状態では、スプリンクラーヘッドが作動しても本製品の作動信号が出力されませ

ん。 

⑪ 各部の弁類は開閉表示の通りセットしてあることを確認してください。 

動 作 

確 認 

① 末端試験弁等からの放水により、本製品が作動し、作動信号が出力されることを確認してく

ださい。また、末端試験弁等の閉止により、本製品が復帰し、作動信号の出力が停止するこ

とを確認してください。 

② 作動（試験）後には、本製品のオートドリップのオリフィス孔に異物がないかを確認し、清掃し

てください。オートドリップのオリフィス孔の目詰まりは、誤報の原因となります。 

③ 本製品が異常と思われる場合は、１３～１７ページの「異常時の処置方法」をお読みのうえ、

対処をお願いします。 

 

４．４ 維持管理上の注意 

保 守 ① 火災時に確実に機能を発揮させるため、必ず消防用設備等の定期点検義務を守り、機能を

維持してください。不良事項が発見された場合は、交換するなどの適切な処置を行ってくださ

い。 

② 本製品の保守点検、及び部品の交換等は、設備及び機器について熟知した有資格者、また

は専門業者が行ってください。 

③ メンテナンス（動作確認や排水作業等を含む）及び部品交換等の際は、不要な警報を出さな

いための措置を行ってください。 

④ 端子台への結線を確認する際は、感電に注意してください。高い電圧がかかっている場合が

ありますので、素手では触らないでください。 

⑤ 各部の弁類は開閉表示の通りセットしてあることを常に確認してください。信号停止弁は開の

状態であることを常に確認してください。 

⑥ 点検時には、本製品を流水により作動させ、作動信号が出力されることを確認してください。 

⑦ 点検時には、端子台の結線確認以外、決して圧力スイッチの構成部品を分解や操作・調整し

ないでください。タイマー部等は工場にて調整検査済みのため、出荷状態を維持してくださ

い。不用意に調整すると、正常に機能しなくなる恐れがあります。 

⑧ ディスク先端部の構成部品（パイロットバルブ等）は調整しないでください。不用意に調整す

ると、正常に機能しなくなる恐れがあります。 

⑨ 本製品は、必ず使用圧力範囲（０.１５～１.４ＭＰａ）内で使用してください。過大な圧力が加わ

った場合、本製品を含めた設備の機器類に変形や破損を生じさせ、重大な機能障害や損壊

事故を起こす恐れがあります。 

⑩ 夏場には温度上昇に伴い、配管内圧力が異常上昇することがあります。日常の圧力チェック

を行い、二次側圧力が最高使用圧力を超えるような場合には、専門業者にご相談のうえ、排

水弁を一時的に微開にするなどの圧力を下げるための処置が必要です。カバーガスケット、

排水弁パッキン等を破損させ、漏水や誤作動等の事故を引き起こす恐れがあります。 

⑪ 本製品の使用温度範囲は０℃～４０℃（ただし、水の凍結なきこと）としてください。 
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保 守 

（続き） 

⑫ 作動（試験）後には、本製品のオートドリップのオリフィス孔に異物がないかを確認し、清掃し

てください。オートドリップのオリフィス孔の目詰まりは、誤報の原因となります。 

⑬ メンテナンス等で部品を再度取付ける際は、必要以上のトルクで締付けないでください。破損

の原因になります。 

⑭ メンテナンス等でＯリング等のゴム部品を交換の際は、シリコン系グリースを塗布し、傷や異

物などの付着がないことを確認のうえ取付けてください。 

⑮ 本製品が異常と思われる場合は、１３～１７ページの「異常時の処置方法」をお読みのうえ、

対処をお願いします。 

⑯ 本製品にはゴム・樹脂部品や電気部品を使用しており、経年により劣化しますので故障する

可能性が高くなります。定期的に点検やメンテナンスを行い、適正な維持管理をお願いしま

す。 

⑰ 設置環境や使用状況等により異なりますが、本製品のオーバーホールについては、設置後

おおよそ１０年を目安としてください。なお、弊社では、オーバーホール等に必要な交換部品

の供給期間を、本製品の製造中止日からおおよそ１０年としています。部品によっては、納期

に期間を要する場合や、供給できない場合がありますので事前に弊社までお問い合わせくだ

さい。また、当初の検定時の組合せと異なる場合がありますので、その際は事前に関係者・

関係機関への了承を得たうえで交換してください。交換推奨部品については１８ページをご参

照ください。 

⑱ 設置から一定期間を経過したものについては、オーバーホールを行っても機能を修復するこ

とができない場合があります。予防保全の観点からも、経年劣化等により修復不可能な不具

合が発生する前に、機器の更新が図られるようご検討ください。設置環境や使用状況等によ

っても異なりますので、一概には言えませんが、耐用年数は２０年を目安としてください。 

 警告 制御弁は、平常時 （警戒時） 全開にしてください。閉じてしまうと消火機能が失われます。 
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５．各部の名称とはたらき 

本製品の理解、ならびにお問合せの際にご利用ください。 

５．１ バルブ本体の各部名称とはたらき 

バルブ本体内の水の流れを検知して信号を出すための主要部であり、逆止弁構造とした自動警報弁型

の湿式流水検知装置です。流水が生じたときには、ディスクが開放し、作動信号を出力する状態になりま

す。 

№ 名 称 材 質 個数 備 考 

1 ボディ FC200 1  

2 カバー FC200 1  

3 シートリング CAC406 1  

4 ディスク CAC406 1  

5 Ｏリング NBR 1 ＊１ 

6 ヒンジピン SUS304 1  

7 パイロットシート C3604 1  

8 パイロットバルブ C3604 1  

9 調整箱 C3604 1  

10 ロックナット C3604 1  

11 Ｏリング NBR 1 P7 

12 カバーボルト SWCH 6 ＊２ 

13 カバーガスケット ﾉﾝｱｽﾍﾞｽﾄ 1  

14 ガスケット ﾉﾝｱｽﾍﾞｽﾄ 1  

15 六角ボルト SWCH 3 M10 

 

呼び径 ６５Ａ ８０A １００Ａ １２５Ａ １５０Ａ

＊１ G60 G75 G85 G105 G115 

＊２ M12 M16 

 

 

図５ 
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５．２ 排水弁及びその他主要機器の各部名称とはたらき 

排  水  弁 本製品の二次側配管内の水を排出するときに操作する弁です。平常時は必ず全閉

状態にしておきます。 

信 号 停 止 弁 ハンドルを閉止操作すると警報水流が止まり、本製品（圧力スイッチ）からの作動信

号の出力を止めることができます。平常時は必ず全開状態にしておきます。 

オートドリップ 本製品の作動時、圧力スイッチ側へ流れ込んでくる警報水流の一部を逃がすための

オリフィスです。放水停止後、バルブ本体のディスクが平常時位置に戻った時、ある

いは信号停止弁を閉じた時は、このオートドリップから自動的に圧力水が逃げるの

で、圧力スイッチは復帰します。 

圧 力 ス イ ッ チ バルブ本体側からの警報水流によって動作し、作動信号を発します。なお、誤報防

止のため、遅延機能を持たせており、遅延時間は約１０秒です。（「ＮＫＶ-Ⅳ-３０Ｓ」

の場合は、約３０秒。） 

 

№ 名 称 材 質 個数 備 考 № 名 称 材 質 個数 備 考 

1 ボディ CAC406 1  11 スプリングワッシャー SUS304 1 呼び8 

2 ボンネット CAC406 1  12 Ｏリング NBR 1 S63 

3 ステム C3604 1  13 Ｏリング NBR 1 P11 

4 ディスク CAC406 1  14 ＳＪロングエルボ C3771 1  

5 ハンドル ADC12 1  15 スリーブ C3604 1  

6 六角ナット SUS304 1 M6 16 キャップナット C3604 2  

7 ばね座金 SUS304 1 呼び6 17 銅パイプ C2700 1  

8 ディスクシート NBR 1  18 Ｏリング NBR 1 S8 

9 ロックプレート SUS304 1  19 チー C3771 1  

10 六角ナット SUS304 1 M8 20 オリフィス C3604 1  

 

図６ 

 

図７ 
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６．結線要領 

６．１ 圧力スイッチへの結線方法 

圧力スイッチのケースを取外す際は、２箇所のネジをドライバーで緩め、ケースを持上げてください。 

仕様は下表のとおりです。この範囲内でご使用ください。２ａ接点仕様ですので、結線は下図８に示す端子

番号①－②、または③－④に接続してください。端子台への配線引込口はφ２１ｍｍです。 

端子台への結線確認以外、決して圧力スイッチの構成部品を分解や操作・調整しないでください。タイマー

部等は工場にて調整検査済みのため、出荷状態を維持してください。不用意に調整すると、正常に機能しなく

なる恐れがあります。 

型      式 ＰＡＳ－４型 

最高使用圧力 １．４ ＭＰａ 

Ｏ Ｎ ０．１０ ＭＰａ 
設 定 圧 力

ＯＦＦ ０．０５ ＭＰａ 

接      点 ２ａ 

端 子 接 続 ①－② または ③－④ 

ＡＣ２５０Ｖ ／ ４Ａ 
接 点 容 量 

ＤＣ３０Ｖ ／ ４Ａ 

最小適用負荷 （例 ） ＤＣ２４Ｖ ／ ４０ｍＡ 

遅 延 時 間 約１０秒 または 約３０秒 

 

 

図８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 － 11 － 

７．機能説明 

７．１ 平常時 

バルブ本体内のディスクは閉止しており、ディスク先端にあるパイロットバルブも閉じているため、圧力ス

イッチ側への警報水流は生じません（大気圧）。従って、作動信号は出力されません。 

なお、二次側配管内の減圧などにより補助加圧ポンプが起動した際、ディスクは僅かに開きますが、そ

の水量が本製品の不作動水量内であれば、ディスクの先端にあるパイロットバルブとパイロットシートは閉

じたままの状態で、（ディスクとシートリングとの間に生じるわずかなすき間から）一次側から二次側へ加圧

水が送られるので、作動信号は出力されません。 

 

図９ 

 

７．２ 作動状態 

火災時にスプリンクラーヘッドが開放して放水を開始すると、水源側からスプリンクラーヘッド側へ水が流

れます。この流水によってバルブ本体内のディスクが持ち上げられ、ディスク先端にあるパイロットバルブが

開き、警報水流が圧力スイッチ側へ流入します。警報水流の一部はオートドリップを経由して排出されま

す。 

圧力スイッチは圧力検知部内が加圧され、ロッドが上昇すると、タイマー部が動作します。そして、設定さ

れた遅延時間を経過した後、タイマー部の部品はスイッチ部を押し込み、接点が閉じ、作動信号を出力しま

す。 

 

図１０ 
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７．３ 放水停止（復帰） 

本製品の一次側にある制御弁を閉じると、スプリンクラーヘッドからの放水が止まります。放水が止まる

と本製品を通過する流水もなくなりますので、ディスクは元の位置に戻り、圧力スイッチ側への警報水流が

止まります。 

そして、圧力スイッチを作動させていた加圧水は、オートドリップのオリフィスから排水され、圧力スイッチ

が復旧するので、作動信号の出力が止まります。 

 注意： 制御弁を閉じて放水を停止する作業は、火災が完全に鎮火したことを確認してから行ってく

ださい。 

 

 

図１１ 

 

７．４ 作動信号の確認方法 

末端試験弁等を開放し流水により本製品を作動させ、作動信号が受信機等に出力されることを確認して

ください。 

 

７．５ 作動信号の停止方法 

信号停止弁（ボールバルブ）のハンドルを閉止操作すると、圧力スイッチ側への警報水流を止めることが

できます。 

設置後の水張り時やメンテナンス時等において、作動信号を受信機等に出力したくない場合、または本

製品が作動中であり、本製品からの作動信号の出力を停止させたい場合、信号停止弁を操作します。 

 

図１２ 
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８．異常時の処置方法 

不要な警報を出さないための措置をしてから、部品交換等を行ってください。 

症   状 主 な 原 因 処 置 方 法 

1-1 接続部からの漏洩。 1-1-1 漏洩箇所を修理する。 

１-2 異物の挟み込み。 1-2-1 下記作業フローをご参照ください。 

１．配管内の圧力が

低下する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信号停止弁を閉じる。 

圧力低下が止まら

ない場合、排水弁デ

ィスクシートへの異

物噛みが予想され

る。（排水管側への

漏れ） 

圧力低下が止まる場合、ディスクとシートリングとの間への

異物噛みが予想される（警報流路側への漏れ）ので、排水

弁を開けて、フラッシングする。 

フラッシング後は、排水弁を全閉にする。 

信号停止弁を開ける。 

圧力低下が止まる。圧力低下が止まらない場合、再

度、信号停止弁を閉じる。

制御弁を閉じる。

排水弁を開け、配管内の水抜きを行う。 

バルブ本体のカバーを取外す。 

ヒンジピンを引き抜き、ディスクを取り出す。（１４ページの

図１４参照） 

注意：取り出す際、ディスクのシート面に傷をつけない

ように注意してください。弁座の止水性能に影響

を及ぼします。 

内部確認、清掃、異物の除去。 

シートリングのＯリングは弁座の止水性能に影響を及ぼし

ます。傷等がある場合は交換してください。 

注意：ディスクの先端にある構成部品（パイロットバル

ブ等）は調整しないでください。 

元通り組付ける。 

注意：ディスクのシート面に傷をつけないよう注意してく

ださい。

制御弁を微開後、徐々に開けて配管内に注水する。注水後、制御弁を全開にする。 

信号停止弁を開ける。 

排水弁のボンネット

を緩めて、ディスクシ

ート（ゴムシート）を

取外し、交換する。 

排水弁ボディのシー

ト面に傷がある場合

は排水弁ボディを交

換する。（１４ページ

の図１３参照） 

元通り組付け、排水

弁を閉じる。 

異物を取除く作業の準備をする。
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症   状 主 な 原 因 処 置 方 法 

 

 

図１３ 

１．配管内の圧力が

低下する。 

（続き） 

 

 

図１４ 

バルブ本体のカバーを取外し、ヒンジピンを引き抜き、ディスクを持上げて取外

す。 

なお、カバーを取外した際は、カバーガスケットは新しいものに交換することをお

勧めします。 
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症   状 主 な 原 因 処 置 方 法 

2-1 配線・結線の不具合。 2-1-1 接続端子への配線等を確認する。（テス 

ターを用いて導通を確認する。） 

2-2 信号停止弁を閉じてい

る。 

2-2-1 信号停止弁を開ける。 

2-3 末端試験弁を開けてい

る時間が短い。 

2-3-1 遅延時間よりも長い時間、末端試験弁を

開け続ける。 

2-4 二次側配管内の空気

溜まり。（バルブ本体が

開閉を繰返す場合） 

2-4-1 末端試験弁を開けるなどの適切な方法で

空気を抜く。 

２．作動信号が出な

い。 

2-5 異物によりパイロットバ

ルブが塞がっている。 

2-5-1 バルブ本体内部の異物を取除く。 

①信号停止弁、制御弁を閉じる。 

②排水弁を開け、配管内の水抜きを行う。 

③バルブ本体のカバーを取外す。（１４ページの

図１４参照） 

④内部の異物を取除く。 

⑤元通りに組付ける。 

⑥排水弁を閉じ、制御弁を開け、注水する。 

⑦信号停止弁を開ける。 
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症   状 主 な 原 因 処 置 方 法 

3-1 異物の挟み込み。 3-1-1 下記作業フローをご参照ください。 ３．作動信号が止まら

ない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信号停止弁を閉じる。 

作動信号が止まら

ない場合、オートドリ

ップの目詰まりが予

想される。 

作動信号が止まる場合、ディスクとシートリングとの間への

異物かみが予想される（警報流路への流水）ので、排水弁

を開けて、フラッシングする。（１７ページの図１５参照） 

フラッシング後は、排水弁を全閉にする。 

信号停止弁を開ける。 

作動信号が止まる。作動信号が止まらない場合、再

度、信号停止弁を閉じる。

制御弁を閉じる。 

排水弁を開け、配管内の水抜きを行う。

バルブ本体のカバーを取外す。 

ヒンジピンを引き抜き、ディスクを取り出す。（１４ページの

図１４参照） 

注意：取り出す際、ディスクのシート面に傷をつけない

ように注意してください。弁座の止水性能に影響

を及ぼします。 

内部確認、清掃、異物の除去。 

シートリングのＯリングは弁座の止水性能に影響を及ぼし

ます。傷等がある場合は交換してください。 

注意：ディスクの先端にある構成部品（パイロットバルブ

等）は調整しないでください。 

元通り組付ける。 

注意：ディスクのシート面に傷をつけないよう注意してく

ださい。

制御弁を微開後、徐々に開けて配管内に注水する。注水

後、制御弁を全開にする。

信号停止弁を開ける。 

異物を取除く。 

異物を取除く作業の準備をする。

オートドリップ（チー）

にあるキャップナット

を取外し、オリフィス

を引き抜く。（１７ペ

ージの図１６参照） 

元通り組付ける。
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症   状 主 な 原 因 処 置 方 法 

 

 

図１５ 

３．作動信号が止まら

ない。 

（続き） 

 

 

図１６ 

キャップナットを取外し、オリフィスを引き抜く。 

◎故障と思われる場合は、点検会社へ連絡してください。 

◎当社による現地修理については、実費にて承ります。 
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９．交換推奨部品 

本製品のオーバーホール等を行う際には、下表の部品№①～⑤を交換することを推奨します。他の部品に

ついては、経年劣化等の影響度合いによって、必要に応じての交換をお勧めします。 

製造時期によっては部品の仕様が変更になっている場合があります。本取扱説明書が同梱されていたバ

ルブと異なる年代のものをオーバーホール等する場合は、弊社までお問い合わせください。下表と異なる部

品が必要になる場合があります。 

圧力スイッチを交換する際は、圧力スイッチの型式が同じであっても、当初の検定時の組合せと異なります

ので、事前に関係者・関係機関への了承を得たうえで行ってください。 

部品名称 備 考 

①カバー用ガスケット サイズにより、大きさは異なります。 

②パイロットシート用Ｏリング（Ｐ７） 各サイズ共通。 

③シートリング用Ｏリング 

６５Ａ：Ｇ６０ 

８０Ａ：Ｇ７５ 

１００Ａ：Ｇ８５ 

１２５Ａ：Ｇ１０５ 

１５０Ａ：Ｇ１１５ 

④排水弁用ディスクシート、及び⑤排水弁ボンネット用

Ｏリング（Ｓ６３） 

または、排水弁ステムセット 

または、排水弁 

各サイズ共通。 

圧力スイッチ（ＰＡＳ－４） 各サイズ共通。 

圧力計 各サイズ共通。 

 

 

図１７ 
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１０．製品仕様 

製 品 記 号 ＮＫＶ-Ⅳ６５ ＮＫＶ-Ⅳ８０ ＮＫＶ-Ⅳ１００ ＮＫＶ-Ⅳ１２５ ＮＫＶ-Ⅳ１５０

呼 び 径 ６５Ａ ８０Ａ １００Ａ １２５Ａ １５０Ａ 

型 式 番 号 流第２２～２５号 流第２２～２６号 流第２２～２７号 流第２２～２８号 流第２２～２９号

最大流量（L/ｍｉｎ） ９００ １,３５０ ２,１００ ３,３００ ４,８００ 

圧 力 損 失 値 

（ 直 管 相 当 長 さ ） 

０．０３４ＭＰａ 

（１１．２ｍ） 

０．０３５ＭＰａ

（１２．６ｍ） 

０．０４６ＭＰａ

（２６．７ｍ） 

０．０３２ＭＰａ 

（２３．１ｍ） 

０．０４１ＭＰａ

（３４．１ｍ） 

分 類 自動警報弁型 

呼 び １０Ｋ 

取 付 方 向 縦 

使 用 圧 力 範 囲 ０．１５ ～ １．４ ＭＰａ 

耐 圧 試 験 圧 力 ２．０ ＭＰａ  

使用環境温度範囲 ０ ～ ４０℃ （水の凍結なきこと） 

検 知 流 量 定 数 ５０・６０併用型 

不 作 動 水 量 ５ Ｌ／ｍｉｎ 

遅 延 時 間 
約 １０ 秒 （７～１６秒） 

製品記号の後に「－３０Ｓ」が付く製品は、約３０秒（２０～４０秒） 

復 帰 時 間 約 １ 秒 

質 量 約２６ｋｇ 約２８ｋｇ 約３７ｋｇ 約４６ｋｇ 約６６ｋｇ 

接 点 容 量 下表参照 

 

圧力スイッチ「ＰＡＳ－４」の接点容量 

 抵 抗 負 荷 

ＡＣ２５０Ｖ／４Ａ 
定 格 負 荷 

ＤＣ３０Ｖ／４Ａ 

最小適用負荷 （例） ＤＣ２４Ｖ／４０ｍＡ 
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１１．製品保証について 

■保証期間 

保証期間は引渡し日より、１年間です。 

■保証範囲と免責事項 

（１）取扱説明書（または取扱上の注意事項）に従った正常なご使用状態で故障した場合には、代替品また

は必要な交換部品の提供を無償で行います。 

（２）保証期間内であっても、次のような場合には有償になります。 

① 取扱説明書（または取扱上の注意事項）や別途取り交わした仕様書等の記載内容に反するような使

用、または改造や分解、修理、調整による故障及び損傷。 

② お引渡し後における不適切な取扱い（保管上の不備、移動時の落下等）による故障及び損傷。 

③ 火災、塩害、ガス害、寒波、異常高温や、気象災害（洪水、大雪、強風、竜巻、落雷等）または、地象

災害（地震、津波、土砂崩れ、火山現象等）による故障及び損傷。 

④ 特殊環境条件下（腐食環境等）での使用における故障及び損傷。 

⑤ ご使用に伴うキズ、汚れによる故障及び損傷。 

⑥ 異物等の流入や噛み込みに起因した故障及び損傷。 

⑦ 接続している他の機器に起因して本製品に故障を生じた場合。 

⑧ 一度使用した本製品の再利用に伴う故障及び損傷。 

⑨ 本製品の設計仕様条件として与えられなかった条件での使用、または与えられた条件からは予知で

きなかった事象に起因した故障及び損傷。 

⑩ 実用化された技術では予測困難な現象に起因した故障及び損傷。 

⑪ ご使用に伴う本製品の経年変化（変色、変質、変形、摩耗、付着等）。 

⑫ 販売及び取扱いの経緯が明確でない場合。 

（３）保証期間経過後の修理、交換等は有償とさせていただきます。 

（４）本書によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理

等についてご不明の場合は、取扱販売店または最寄りの弊社営業所にお問合せください。 

（５）ここでいう保証は、本製品単体の保証を意味するもので、本製品の故障により誘発される損害は除か

せていただきます。 
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本 社 〒120-0038  東京都足立区千住橋戸町 23 番地 

電 話  （03） 3870－5011 
 

Ｆ Ａ Ｘ  （03） 3881－3199 

大阪営業所 〒532-0003 
 

大阪府大阪市淀川区宮原 3－5－24 

新大阪第一生命ビル 3Ｆ

電 話  （06） 6391－6822 
 

Ｆ Ａ Ｘ  （06） 6391－8805 

福岡営業所 〒816-0912  福岡県大野城市御笠川 5－3－13 

電 話  （092） 513－0823 
 

Ｆ Ａ Ｘ  （092） 504－1025 

 


